
生徒募集について
高等工科学校生徒の募集（受験手続き等）についての
お問い合わせは、お住いの各都道府県の自衛隊地方
協力本部へお願いいたします。

● 自衛官募集ホームページ：

● ホームページ・ＳＮＳ等

高等工科学校ホームページ：

YouTube：

Ｘ（旧Twitter）：

Instagram：

陸上自衛隊　高等工科学校
所在地：
〒238-0317　神奈川県横須賀市御幸浜２-１
お問い合わせ：
広報班/募集班　046-856-1219（内線 219/224）

交通アクセス

　  JR 横須賀線利用の場合
●　「逗子駅」より、京急バス「長井ゆき」に乗車、高等工科学校前

バス停下車
●　「衣笠駅」より、衣笠十字路バス停（衣笠駅から徒歩約５分）で

京急バス「長井ゆき」「三崎口ゆき」又は 「三崎東岡ゆき」に
乗車、高等工科学校前バス停下車

　  　京浜急行線利用の場合
●　「三崎口駅」より、京急バス「横須賀駅ゆき」又は「横須賀市民

病院ゆき」に乗車、高等工科学校前バス停下車
●　「横須賀中央駅」より、京急バス「長井ゆき」「三崎口ゆき」又は 

「三崎東岡ゆき」に乗車、高等工科学校前バス停下車

　  　自動車利用の場合
●　「横浜横須賀道路」衣笠ＩＣから「三浦縦貫道路」を利用し、林

出入口にて降り左折、約500m先の1つ目の信号を右折
●　「横浜横須賀道路」衣笠ICで降り、県道26号線(三崎街道)を

三崎方向へ。林交差点を左折し、1.5km先の3つ目の信号を右折
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高等学校普通科と同等の一般教養・学力を養成
高校教諭免許を有する防衛教官により教育を実施
神奈川県立横浜修悠館高校と提携（生徒は高卒の資格を取得）
システムサイバー専修コース、ＡＩ・ロボティクス専修コースの
一部は、専門技術を有する幹部自衛官により教育を実施

・

・

・

・

　

　１・２学年は、各学年に設定された必修科目を履修します
が、３学年になると、生徒はそれぞれの特性・興味・関心に応
じて、「教養専修コース」、「理数専修コース」、「国際専修コー
ス」、「システム・サイバー専修コース」、「ＡＩ・ロボティクス
専修コース」の５つのコースから１つを選択し、必修科目に加
え各コースに設定された科目を履修します。

　一般教育では高等学校学習指導要領に準拠した教育を行
い、高機能化する装備品の整備や運用、情報機器等の活用、国
際貢献活動やシステム・サイバー等の様々な分野で、将来の
陸上自衛隊において活躍するために必要な知識や教養の素地
をつくります。

教養専修コース
　２年次までに習得した知識を総合的に活用し、物事に対し主体的に考え、積極
的なコミュニケーションを通じて思考を深化させることによって、問題を解決
する能力や態度を備えた生徒を育成します。

理数専修コース
　数学・物理・化学に関してこれまでに修得した概念や法則を活用させること
によって、数学的事象や科学的現象を自発的かつ科学的に考察する能力や態度
を備えた生徒を育成します。

国際専修コース
　国際的な主題について理論的に考察した成果を、英語能力を活用して発表さ
せることによって将来の国際活動に対応し得る積極的なコミュニケーション能
力や態度を備えた生徒を育成します。

システム・サイバー専修コース
　情報通信技術及び発展的な数学に関する知識を習得させ、将来のシステム・
サイバー業務に従事し得る生徒を育成します。

ＡＩ・ロボティクス専修コース
　ＡＩ・ロボティクスに関する技術の基礎的事項及び数学・理科に関する 知識
を修得させ、将来のシステム開発・装備品開発業務に従事し得る生徒 を育成し
ます。





特定クラブ … ドリル、吹奏楽、和太鼓、サイバー・コンピュータ
体育クラブ … ラグビー、レスリング、カヌー、空手道、アーチェリー、少林寺拳法、ハンドボール、サッカー、銃剣道、水泳、軟式野球、
　　　　　　   剣道、柔道、陸上競技、卓球、バスケットボール、バレーボール、ソフトテニス、ワンダーフォーゲル
文化クラブ … 軽音楽、茶道、吟詠剣詩舞、広報・写真、英会話、書道、美術、防衛（軍事）研究、鉄道研究、弁論、囲碁・将棋、科学、ｅスポーツ

任官意識の確立



・  ボランティア活動
・  富士総合火力演習研修

・  リクルータ
・  オープンスクール

・  体育大会

・  射撃訓練
・  横浜修悠館文化祭

・  戦史現地訓練

・  野外訓練 ・  武装走大会



（第67期生徒／ 2021年入校）

在校生

半井 寛太 生徒

「ここにしかない青春を」

　私は、「人の役に立つ仕事がしたい」夢があり
入校を決意しました。
　入校当初は、新しい場所での生活を楽しみに
思う一方で、規則正しい集団生活や時間管理等
の不安も抱えていました。しかし、職員や先輩
方が親身になって、優しく丁寧に指導してくだ
さり、すぐに生活に慣れることが出来ました。
そして、一番心の支えになったのは一生の宝で
ある同期の存在です。寝食を共にし、切磋琢磨
しながら勉強や体力練成に励む中で、固い絆を
育むことが出来ました。ここでの生活は楽しい
ことばかりではなく、時には辛いこともありま
すが、同期と励まし合い、協力することで、どん
なことも乗り越えられると思っています。
　高等工科学校は、安心して教育や訓練を受け
ることができ、同期とともに生活をしつつ、こ
の学校にしかない青春を経験できます。

生徒制度（課程）創設
武器学校生徒隊
通信学校生徒隊
施設学校生徒隊

武山集約（生徒教育隊）

４年制通信教育開始
（湘南高校との提携開始）

少年工科学校設立

３年制通信教育開始

横浜修悠館高校新編
（横浜修悠館高校との提携開始）

少年工科学校から 
高等工科学校へ改編

システム・サイバー
専修コース新設

ＡＩ・ロボティクス　　　　
専修コース新設　
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（51期生徒／2008年3月卒業）
桐原 誠也  １等陸曹

「この学校で一生の絆を
　　　　　　　　持つ友を！」
　私は現在、班長として生徒の生活に密着し、
社会人としてのマナーや体力向上に関する段
階的な指導等、生徒の教育をフォローしてい
く役目を担っています。 生徒たちは、様々な
バックグランドを抱えて全国から集まってお
り、 勿論、入学当初は合う人合わない人がい
ます。その中で共同生活をしていく必要があ
る の で、我 々 職 員 は 様 々 な 側 面 か ら 生 徒 を
フォローしています。私自身も当校の卒業生
ですので当時を振り返り「もっとこういうこ
とを教えてもらいたかった」と思うことを、先
輩として伝えるようにしています。 生徒の成
長を見ることができる班長という役割にとて
もやりがいを感じていますし、高等工科学校
は一生モノの同期ができる他の学校にはない
魅力があります。

（第53期生／2010年3月卒業）
瀬戸口 勝也  ２等陸尉

「生徒出身者としての誇りと自信」

　初めて武山 (当時少年工科学校)の南門を通過し
てから早14年が経ちました。 当時を振り返ると、 
同期と助け合うことで厳しいはずの訓練さえも楽
しく感じられるような充実した3年間だったと改
めて思います。
　現在、私は通信学校（久里浜） で訓練教官として
勤務しています。 目標としていた幹部自衛官に任
官し、 目下強靭な陸上自衛隊の創造のために日々
奮闘しております。 ここまで成長出来たのも、懇切
丁寧にご指導くださった職員方や、 日々の学習や
訓練を共にした同期のおかげと感謝の念に堪えま
せん。本校卒業後は、不安な中で部隊に配属されま
したが、諸先輩がしっかり面倒を見てくださり、 生
徒出身者として自信をもって勤務することができ
ました。私も先輩方の背中を追いつつ、追いかけて
くる後輩たちに立派な背中を見せられるよう、こ
れからも生徒出身者としての誇りと自信を持ち、 
組織のために頑張る所存です。


